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い
つ
も
札
幌
市
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
誠
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
昨
年
と
比
べ
、
大

き
く
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
達
の
成
長
と
共
に
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
が
現
れ

る
春
が
、
も
う
間
も
な
く
訪
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
私
は
興
味
深
い
内
容
の
手
記
に
出
会
い

ま
し
た
。
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
「
牧

泰
昌
」
氏
の
手
記
で
、「
慮
る
（
お
も
ん
ば
か
る
）」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
山
海

の
珍
味
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
並
ん
で
お
り
、
そ
の
テ
ー

ブ
ル
に
は
珍
味
を
食
べ
る
た
め
の
長
い
箸
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
一
つ
の
部
屋
に
い
る
人
達
は
自
分

が
食
べ
る
事
を
考
え
ず
に
長
い
箸
を
使
っ
て
向
か
い

の
人
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
て
、
山
海
の
珍
味
を
平
ら

げ
て
み
ん
な
満
足
な
笑
顔
で
す
。
も
う
一
つ
の
部
屋

の
人
達
は
自
分
の
事
だ
け
考
え
て
、
ま
ず
自
分
に
。

長
い
箸
で
す
か
ら
口
に
は
届
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

自
分
だ
け
食
べ
よ
う
と
山
海
の
珍
味
が
部
屋
に
散
ら

か
っ
て
み
ん
な
へ
と
へ
と
で
す
。

　

相
手
を
喜
ば
せ
る
事
が
い
か
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
。

結
局
そ
の
事
は
必
ず
自
分
に
還
っ
て
く
る
の
で
す
。

相
手
を
「
慮
る
」
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
す
ば
ら
し
い

日
本
語
で
す
。

　

と
、
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
世
の
中
は
多
く
の
物
が
満
ち
溢
れ
、
一
人
で
生

活
し
て
い
て
も
不
自
由
を
感
じ
る
事
が
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
時
代
で
も
忘
れ
て
は

い
け
な
い
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
自
分
達
の
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
、
札

幌
市
の
子
ど
も
達
や
こ
の
後
に
生
を
受
け
る
子
ど
も
達

の
為
に
、
多
く
の
事
を
受
け
継
ぎ
伝
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

札
幌
市
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　

白
井　

晴
彦

会
長
挨
拶

泰
昌
」
氏
の
手
記
で
、「
慮
る
（
お
も
ん
ば
か
る
）」
と

泰
昌
」
氏
の
手
記
で
、「
慮
る
（
お
も
ん
ば
か
る
）」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

平成27年10月6日　中央区区別研修会
「エアロビクス&ボクササイズ」

平成27年10月20日　白石区区別研修会
「レベルアップ！親のコミュニケーション！子どもと語る、子どもを語る」

平成27年10月22日　厚別区区別研修会
「ボクササイズでリフレッシュ」

平成27年9月14日　東区区別研修会
「ボクササイズ」

平成27年9月28日　南区区別研修会
「ZUMBA」

平成27年10月16日　豊平区区別研修会
「太極舞」

　

２
０
１
５
年
度
安
田
生
命
主
催
の
名
前
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
、
男
の
子
は
「
翔
」「
陽
」、
女
の

子
は
「
花
」「
陽
」
文
字
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

よ
う
で
す
。

　

冬
の
厳
し
さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

「
陽
」。
や
っ
と
き
た
春
に
咲
く
「
花
」、
お
空

に
向
か
っ
て
「
翔
」
び
立
つ
子
ど
も
た
ち
。

　

こ
の
子
た
ち
が
親
に
な
る
頃
に
は
、
ど
ん
な

漢
字
が
人
気
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

明
る
く
て
暖
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
漢
字
だ

と
い
い
で
す
ね
。

手
稲
区
理
事
／
小
野
香
名

　

平
成
27
年
11
月
5
日
、
札
幌
市
役
所
に
お
き

ま
し
て
、
板
垣
副
市
長
に
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
署
名
簿
（
総
数
４
３
，３
１
６
名
分
）
を
お

渡
し
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
就

園
機
会
の
充
実
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
要
望
陳

情
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

板
垣
副
市
長
よ
り
、「
限
り
あ
る
財
政
で
は

あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
達
札
私
幼
Ｐ
連
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
札
幌

市
が
〈
幼
児
教
育
に
力
を
入
れ
る
街
〉
に
な
る

よ
う
、「
Ｓ
Ｓ
運
動
」
を
合
言
葉
に
、
子
ど
も

達
の
未
来
の
為
に
、
こ
の
運
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

署
名
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
北
海

道
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
研
修
大
会
が
江
別
市

民
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
元
コ
ン
サ

ド
ー
レ
札
幌
の
選
手
で
あ

る
曽
田
雄
志
氏
を
お
招
き

し
、『
私
達
の
笑
顔
が
地
域

の
笑
顔
に
』
を
テ
ー
マ
に
、

私
達
が
輝
く
こ
と
が
ど
う

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
に
繋
が
る
か
に
つ
い
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
大
会
は

９
月
２
日
（
金
）
北
見
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

編
集

  

後
記

広

報

委

員

村
上
真
紀
子　

あ
ゆ
み
第
二
幼
稚
園
（
東
区
）

内
山
美
奈
子　

札
幌
大
谷
第
二
幼
稚
園
（
中
央
区
）

小
林　

恵
里　

丘
珠
幼
稚
園
（
東
区
）

道
下
真
梨
子　

し
ろ
い
し
幼
稚
園
（
白
石
区
）

中
川　
　

愛　

札
幌
み
づ
ほ
幼
稚
園
（
厚
別
区
）

木
谷　

七
枝　

幌
南
学
園
幼
稚
園
（
豊
平
区
）

大
鞭　

純
子　

真
駒
内
聖
母
幼
稚
園
（
南
区
）

小
野　

香
名　

さ
わ
ら
び
幼
稚
園
（
手
稲
区
）

志
賀
亜
希
子　

平
和
幼
稚
園
（
西
区
）

（
中
央
区
）

（
白
石
区
）

（
厚
別
区
）

北
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Ｐ
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う
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う
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中央区 2,684名

北区 3,734名

東区 5,655名

白石区 4,632名

厚別区 3,774名

豊平区 11,440名

清田区 2,701名

南区 2,352名

西区 3,346名

手稲区 2,998名

合計  43,316名

各区の署名数
か
らグブロ か
ら

各園から寄せられた記事を、紙面にてすこしだけご紹介します！

グブロ

ブログご案内　各区の感想はコチラでご覧いただけます！　 http://blog.livedoor.jp/s_youchien

ふれあい交流会

幼 稚 園 紹 介

区 別 研 修 会

卒 園 に よ せ て

　わくわくと心躍らせ、いざ真駒内アイス

アリーナへ。

　我がルーテル幼稚園は、代々受け継がれ

ている黄色いリストバンドをはめて大会に挑みました。

　そして開会式に並列したとたん、アニメの仮装をしている園、

Ｔシャツの色を揃えている園など・・・各園のコスチュームに目

を奪われ周りの雰囲気に圧倒されていると、来賓祝辞、次に市長

の祝辞！！！ここでまたこの大会の大きさに圧倒されました。

　ですが、尻ミッター先生の楽しいエクササイズが始まり、一気

に緊張がほぐれました。

　いよいよ競技が始まり、出番がくるまで我がチームもさらに作

戦を練り直し、いざ本番。まず前半の 25秒。なかなか作戦通りい

かず、あっという間に終了。「次、頑張ろう！」とメンバー同士で

声をかけ、最後、後半の 25秒。メンバー皆が手ごたえありという

表情をしていましたが、惜しくも予選敗退。

　結果はともあれ、数十秒の競技でクラスを超えた交流ができた

ことに喜びを感じ、また素晴らしい思い出となりました。

　最後になりましたが、大会運営に携わっていただいた役員の皆

さま、ありがとうございました。役員の皆さまのおかげで楽しい

時間が過ごせました事に心から感謝します。

　札幌わかくさ幼稚園は、異年齢の縦割クラ
ス編成が特徴で、年上の子が年下の子のお世
話をすることで年上の子は思いやり・配慮す
べき事を自然に学び、年下の子は年上の子への憧れの気持ちを通じ
て社会性・協調性を身につけています。
　モンテッソーリの教材・教具を取り入れていることも特徴ですが、
札幌わかくさ幼稚園の一番の特徴は園全体が優しい雰囲気で包まれ
ていることです。先生が決して強いることをしないが故に子ども同
士だからこそ自然と学ぶ姿がいつも見られます。けんかをしても両
成敗！とはなりません。先生が時間をかけてお互いの意見をじっく
りと聞いてくれる事で子ども達は自己肯定感を損なうことなく相手
の気持ちを尊重し、思いやる力が養われているようです。
　先日、息子の誕生会を見学に行った際、クラスメイトが私に「お
誕生日おめでとう！」と次々に声をかけてくれました。誰かに促さ
れるのではなくて自然と他者を思いやれるわかくさの子ども達に感
動しました。
　給食はありませんが、週 2回ほど「おにぎりの日」がありますの
でお母さん達も無理なくお弁当を用意することができます。「おに
ぎりの日」はお出かけすることが多く、ウォーターガーデン、さけ
科学館やりんごの花見等に出かける事で五感を総動員して元気に活
動しています。
　優しく温かい雰囲気の中でのびのびと園生活を楽しんでいる札幌
わかくさ幼稚園の子ども達に是非会いに来てください。

　10 月 16 日金曜日、豊平区民センター
2階大ホールにて、区別研修会が行われまし
た。主題「たくましく心豊かな子どもの育成
のために」、副題「太極舞で心身ともにリフレッ

シュ！」をテーマにAFAA認定太極舞インストラクターの高田志保先
生を講師にお招きし、ご指導頂きました。
　まずは、固まった体をほぐすストレッチからスタート。体の堅い人
も無理せず出来、その効果を実感！高田先生の軽妙なお話に「わぁー！」
と歓声をあげながら、体を温めていきました。
　名称を聞くのも初めてな太極舞は、太極拳の動きと民族舞踊、武
術などの要素を取り入れたものでした。高田先生のレクチャーを受け
た後、早速音楽に合わせて行いましたが、みなさん筋がいい！後ろか
ら写真を撮りながら、みなさんの息の合った動きに感心してしまいま
した。音楽も心地よいもので、それに合わせて動きます。動き自体
はそれほど激しくはないものの体が中からポカポカしてきて、血液の
循環が良くなるのを感じました。
　教員免許や心理カウンセラーの資格もお持ちの高田先生からは、
子育て中の多忙な保護者へ向けて、「自分でケア出来る体作り」、「子
どもの可能性を狭めないで」など、さまざまなアドバイスも頂き、と
ても心に残りました。
    そして、楽しい時間は早いもので、まだまだやりたい気持ちを落
ち着かせ、無事閉会となりました。
    69名の方にご出席頂き、ケガやトラブルもなく無事に終えられた
こと、心より感謝申し上げます。
    高田先生をはじめ、ご来賓の方々、ご参加下さった皆様、ご協力
頂いた皆様ありがとうございました。

　入園して間もない頃、不安そうな顔でバ
スに乗り込んでいた姿が、今ではとても懐
かしく思います。

　初めての集団生活でお友達との接し方がわからず、もじもじし
て自分で意思表示が出来ませんでした。それでも気がつくと、お
友達と遊んだり、何かを作ることが嬉しいようで、毎日楽しく通
うようになっていました。家に帰ってくると、覚えてきた折り紙
や工作を披露してくれます。そんな姿を見て私も嬉しくなります。
　年長になってからの一年は、一つ一つの行事が、これで最後な
んだなぁと寂しく思う事もありました。
　お泊まり会では、初めて親と離れて一晩過ごしました。私の心
配をよそに、みんなで園の中を探検したこと、花火を見たこと、
楽しそうに色々話してくれました。そんな娘の成長が嬉しくもあ
り、寂しくもありました。
　四月からは小学生として、子どもたちがどんな風に成長してい
くのか、とても楽しみです。幼稚園でのたくさんの思い出を胸に、
新しい生活に進んでいって欲しいと思います。

　最後にお世話になった先生方、お母様方、たくさんのお友達、
ありがとうございました。
卒園おめでとう。

中央区

ルーテル
幼稚園

樫原　智美 

南　区

札幌わかくさ
幼稚園

岩間　量美 

豊平区

札幌第一
幼稚園

米澤    まや

白石区

幌　東
幼稚園

藪内裕美子

平成27年10月23日　手稲区区別研修会
「ソフトヨガで心も身体もリフレッシュ」

平成27年10月20日　西区区別研修会
「アートセラピー」

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
拓
く
「
Ｓ
Ｓ
運
動
」

　

札
私
幼
Ｐ
連
で
は
、
平
成
26
年
度
ま
で
の
「
イ
コ
ー
ル
運
動
」
に

代
わ
り
、平
成
27
年
度
か
ら「
Ｓ
Ｓ
運
動
」を
始
め
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ
は
、

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ（
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｇ
）の
頭
文
字
。「
人

生
の
始
ま
り
こ
そ
力
強
く
！
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
児
期
の
学
び
が
、
そ
の
後
の
子
ど
も
の
発
達
や
人
生
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
い
ま
や
国
際
的
な
常
識
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
日
本
の
幼
児
教
育
関
係
予
算
は
、
諸

外
国
に
比
べ
低
水
準
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
札
幌
市
に
は
幼
児
教
育

の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
達
の
為
に
国
の
水
準

以
上
の
惜
し
み
な
い
投
資
を
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
私
た

ち
保
護
者
の
保
育
料
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
従
来
型
の
幼
稚
園
の
場
合
は
、
就
園
奨
励
費
の
拡
大
、

新
制
度
の
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
の
場
合
は
、
札
幌
市
が
条
例
で

定
め
る
利
用
者
負
担
額
の
減
額
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
願
い
の
強
さ
は
、
運
動
を
続
け
る
こ
と
で
伝
わ
る
は
ず

で
す
！

ありがとうございました！
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札幌大谷第二幼稚園は遊び中心の『とにかく遊ぶ』幼稚園です。外遊びでは、普段なかなかできないどろんこ遊びを裸足になって思いっきり楽しん
だり、園庭に実っている野菜達を
その場で収穫し、食べたりする事
ができます。とってもオープンな幼稚園でいつ
でも自由に子ども達の様子を見に
行くことができます。ランチや行事のお手伝いなど、お
母さんの出番はありますが楽しい
思い出も沢山できますよ。

我が幼稚園では
、「ぎんじろう」

という

ポニーを飼ってい
ます。

子ども達からは「
ぎんちゃん」と呼

ばれる

元気で人懐っこい
男の子です。

小さいながらも
力持ちのぎんち

ゃんは、夏は馬

車、冬は馬そり
に子ども達を乗

せて元気に走り

ます。
普段は動物園舎

でのんびり草を
食べて過ごして

います。

札
幌
市
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
大
会

平
成
27
年
度

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　

去
る
平
成
27
年
７
月
６
日
に
真
駒
内
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
に
お
き
ま
し
て
「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
勢
１
５
０
０
名
に
参
加
い
た
だ
き
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
何
度
も
練
習
を
重
ね
た
り
、
お
揃
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
や
鉢
巻
、
仮
装
で
一
致
団
結
を
図
っ
た
り
す
る
チ
ー
ム
も
あ
り

ま
す
。

　

尻
ミ
ッ
タ
ー
フ
ジ
オ
先
生
の
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
楽
し
く
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
後
、
い
よ
い
よ
予
選
の
開
始
で
す
。

　

１
チ
ー
ム
15
名
で
結
成
さ
れ
た
合
計
88
チ
ー
ム
が
、
ス
タ
ー
ト
の
合

図
と
と
も
に
玉
を
拾
い
3.3
ｍ
先
の
籠
を
目
掛
け
て
投
げ
、
拾
い
、
ま
た

投
げ
る
…
25
秒
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

　

大
混
戦
の
中
、
上
位
10
チ
ー
ム
で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
見
事
優
勝
を

射
止
め
た
の
は
「
し
ろ
い
し
幼
稚
園

ラ
ビ
ッ
ト
チ
ー
ム
」
で
し
た
。

　

対
戦
の
合
間
に
は
可
愛
ら
し
い
未

就
園
児
の
か
け
っ
こ
も
行
わ
れ
、
会

場
全
体
に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
方
々
、
企
画
運
営
に
携

わ
っ
た
皆
様
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た

保
護
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
•
●
●
●
●
•
●
●
●
●

優
勝
し
た

し
ろい
し
幼
稚
園
の
喜
びの
声

　

毎
年
、
ふ
れ
あ
い
交
流
会
の
玉
入

れ
の
ご
指
導
を
し
て
下
さ
る
A
先
生

が
退
職
さ
れ
た
の
が
、
今
年
の
３
月
。

　

い
つ
も
大
会
に
向
け
て
５
回
の
練
習
を
行
い
ま
す
が
、
初
め
て
参
加

さ
れ
る
と
い
う
お
母
様
が
例
年
に
な
く
多
か
っ
た
の
で
、
練
習
方
法

や
作
戦
な
ど
全
て
が
手
探
り
の
中
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
の
コ
ツ
を
頼
り
に

チ
ー
ム
毎
に
話
し
合
い
を
重
ね
て
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

正
直
、こ
こ
ま
で
結
果
を
残
せ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が

見
事
！
ラ
ビ
ッ
ト
チ
ー
ム
が
念
願
の
優
勝
!!

　

タ
イ
ガ
ー
チ
ー
ム
も
入
賞
し
、
他
２
チ
ー
ム
も
好
成
績
と
素
晴
ら
し

い
結
果
で
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

結
果
も
さ
る
事
な
が
ら
、
何
よ
り
の
収
穫
は
皆
で
相
談
し
て
進
め
た

事
に
よ
り
団
結
力
が
高
ま
り
、
今
ま
で
お
話
し
し
た
事
の
な
い
お
母
様

た
ち
と
も
交
流
が
深
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　
「
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
大
会
に
参
加
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
い

う
声
が
多
数
上
が
っ
て
お
り
、
今
か
ら
来
年
の
大
会
が
楽
し
み
で
す
！

（
白
石
幼
稚
園　

道
下
真
梨
子
）

●●● 対 戦 結 果 ●●●

優　勝　しろいし幼稚園　ラビット
準優勝　第２もなみ幼稚園　チームウメ

３　位　新 琴 似 幼 稚 園　しんことりＡ

４　位　茨戸メリー幼稚園　あんぱんまん

５　位　札幌白樺幼稚園　サツシラドリーム１

６　位　真 駒 内 幼 稚 園　いぬ

７　位　さわらび幼稚園　鬼太郎

８　位　さわらび幼稚園　目玉おやじ

９　位　平 岸 幼 稚 園　Ａ

10 位　さわらび幼稚園　砂かけばばあ

Ｈ27年度
札私幼Ｐ連

活動報告
※理事会／５回開催（各区P連代表者会議）

※広報委員会／８回開催（コロポックル、ブログ発行）

※各区会長会／５回開催（各園P連担当者会議）

5
14

10月
~11月

11
5

5 26
他

7
6

P連定期総会

ふれあい交流会
実行委員会
（ちえりあ）

ふれあい交流会

区別研修会

S.S運動署名提出
（市役所）

我が幼稚園では
、「ぎんじろう」

という

ポニーを飼ってい
ます。

元気で人懐っこい
男の子です。

手稲区

さわらび
幼稚園

縦割り保育の中、年上の子が年下の子をいたわりお
世話をし、下の子が上の子を頼り憧れて信頼関係
を結び、園全体が温かな雰囲気に包まれています。
普段は活発な子ども達も、毎日のお祈りの時には落
ち着いて座り、静寂な時間を過ごしています。
芝生の園庭では美しい四季折々の風情を感じられ、園
児達は夏の虫採り・作物の収穫、雪の滑り台でのそり
遊びなど抜群の環境の中で一年を通してのびのびと楽
しんでいます。

元気いっぱい！笑顔いっぱい！子どもたちの笑い声が響く

楽しい幼稚園です。
日々の活動の一部には縦割り保育を取り入れています。

異年齢の子どもたちが触れ合うことで思いやりの心が育つ

ことはもちろん、集団生活のルールが身に付きます。

また、季節を感じる行事が充実しており、スイカ割や泥遊

び、ハロウィンパーティー、お餅つきなど盛りだくさん。

年に４回の『わくわくサタデー』は入園前のお友だち

も卒園したお友だちもお父さんもお母さんも、みんな

一緒に楽しめる１日です。

緑豊かな月寒公園に
隣接した高台にある

、幌南学園幼稚園。

毎日の園生活は ｢遊
び｣ が中心♪広々し

た園庭、園舎の中

でのびのびと園生活
を送っています。

　保護者は必ず一つ
係りを引き受け、園

行事をサポー

トしていきます。お
遊戯会の衣装作りな

ど保護者の

出番は多いかもしれ
ませんが、様々な行

事を通じて

園と保護者が一体に
なって、子どもを見

守っている

充実感がありますよ
！

ののさま ( 仏様 ) との５つの
お約束 [ ☆生き物はかわいが
りましょう  ☆お友だちとな
かよくしましょう  ☆お道具
は大切にしましょう  ☆良い
ことは進んでしましょう  ☆
悪いことはすぐやめましょ
う ] を常に意識して、園生活
を送っています。そして、新善光寺から仏教保
育担当の太田光顕先生に来て
頂いて、様々な仏教行事に参
加します。週二回朝礼を行い
お話を聞いたり、各自お数珠を持ち、手を合わせる事などで、生命尊重や正しい道徳性が自然と身につきます。

芝生の園庭では美しい四季折々の風情を感じられ、園

南区

真駒内聖母
幼稚園

なかできないどろんこ遊び

中央区

大谷第二
幼稚園

厚別区

札幌みづほ
幼稚園

　保護者は必ず一つ
係りを引き受け、園

行事をサポー

豊平区

幌南学園
幼稚園

を持ち、手を合わせる事
白石区

しろいし
幼稚園

丘珠幼稚園には、『るる』という読み聞かせのグ
ループがあります。
これは十数名の保護者によるボランティア活動
で、大がかりな仕掛けやペープサート、また楽
器なども色々使い、賑やかで楽しい読み聞かせを

行っています。
「今日は『るる』があるよ！」と放送が入ると、子ども達
や先生方までがたくさん教室に集まってきて、時には園長
先生までもお話に登場しちゃいます。
回を追うごとに内容も仕掛けもグレードアップし続けてい
ますので、お近くにお越しの際はぜひ♪

器なども色々使い、賑やかで楽しい読み聞かせを
行っています。

東区

丘　珠
幼稚園

普段は活発な子ども達も、毎日のお祈りの時には落
ち着いて座り、静寂な時間を過ごしています。

● 次 の 開 催 の お 知 ら せ ●

平成 28年７月５日（火）
札幌コミュニティドーム つどーむ

ふれあい交流会
自然に恵まれた環境で四季を感じ、広い園庭で

元気に走り回ることの出来る平和幼稚園。

季節に応じたイベントも盛りだくさん。

ファンタジーの世界を楽しみながら、子どもの想像

力を高め自主性を大事にしてくれます。

ネイティブスピーカーと一緒に歌やスキット・ゲームなどを

する英語の活動や、オリジナルの教材を使った文字・数の活

動、クッキングや園庭野菜栽培による食育活動などで、学ぶ

ことへの好奇心を盛り立ててくれる幼稚園です。

季節に応じたイベントも盛りだくさん。

ファンタジーの世界を楽しみながら、子どもの想像

西　区

平　和
幼稚園
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流
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総
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１
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入
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、
何
度
も
練
習
を
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ね
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り
、
お
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い
の
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や
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巻
、
仮
装
で
一
致
団
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を
図
っ
た
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す
る
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も
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り
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ミ
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フ
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オ
先
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の
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サ
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で
楽
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く
ウ
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プ
後
、
い
よ
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よ
予
選
の
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で
す
。
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チ
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ム
15
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結
成
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た
合
計
88
チ
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が
、
ス
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ト
の
合

図
と
と
も
に
玉
を
拾
い
3.3
ｍ
先
の
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目
掛
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げ
、
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、
ま
た
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る
…
25
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、
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を
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を
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ま
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正
直
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で
結
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を
残
せ
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と
は
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の
で
す
が
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！
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の
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で
す
！

（
白
石
幼
稚
園　

道
下
真
梨
子
）

●●● 対 戦 結 果 ●●●

優　勝　しろいし幼稚園　ラビット
準優勝　第２もなみ幼稚園　チームウメ

３　位　新 琴 似 幼 稚 園　しんことりＡ

４　位　茨戸メリー幼稚園　あんぱんまん

５　位　札幌白樺幼稚園　サツシラドリーム１

６　位　真 駒 内 幼 稚 園　いぬ

７　位　さわらび幼稚園　鬼太郎

８　位　さわらび幼稚園　目玉おやじ

９　位　平 岸 幼 稚 園　Ａ

10 位　さわらび幼稚園　砂かけばばあ

Ｈ27年度
札私幼Ｐ連

活動報告
※理事会／５回開催（各区P連代表者会議）

※広報委員会／８回開催（コロポックル、ブログ発行）

※各区会長会／５回開催（各園P連担当者会議）

5
14

10月
~11月

11
5

5 26
他

7
6

P連定期総会

ふれあい交流会
実行委員会
（ちえりあ）

ふれあい交流会

区別研修会

S.S運動署名提出
（市役所）

我が幼稚園では
、「ぎんじろう」

という

ポニーを飼ってい
ます。

元気で人懐っこい
男の子です。

手稲区

さわらび
幼稚園

縦割り保育の中、年上の子が年下の子をいたわりお
世話をし、下の子が上の子を頼り憧れて信頼関係
を結び、園全体が温かな雰囲気に包まれています。
普段は活発な子ども達も、毎日のお祈りの時には落
ち着いて座り、静寂な時間を過ごしています。
芝生の園庭では美しい四季折々の風情を感じられ、園
児達は夏の虫採り・作物の収穫、雪の滑り台でのそり
遊びなど抜群の環境の中で一年を通してのびのびと楽
しんでいます。

元気いっぱい！笑顔いっぱい！子どもたちの笑い声が響く

楽しい幼稚園です。
日々の活動の一部には縦割り保育を取り入れています。

異年齢の子どもたちが触れ合うことで思いやりの心が育つ

ことはもちろん、集団生活のルールが身に付きます。

また、季節を感じる行事が充実しており、スイカ割や泥遊

び、ハロウィンパーティー、お餅つきなど盛りだくさん。

年に４回の『わくわくサタデー』は入園前のお友だち

も卒園したお友だちもお父さんもお母さんも、みんな

一緒に楽しめる１日です。

緑豊かな月寒公園に
隣接した高台にある

、幌南学園幼稚園。

毎日の園生活は ｢遊
び｣ が中心♪広々し

た園庭、園舎の中

でのびのびと園生活
を送っています。

　保護者は必ず一つ
係りを引き受け、園

行事をサポー

トしていきます。お
遊戯会の衣装作りな

ど保護者の

出番は多いかもしれ
ませんが、様々な行

事を通じて

園と保護者が一体に
なって、子どもを見

守っている

充実感がありますよ
！

ののさま ( 仏様 ) との５つの
お約束 [ ☆生き物はかわいが
りましょう  ☆お友だちとな
かよくしましょう  ☆お道具
は大切にしましょう  ☆良い
ことは進んでしましょう  ☆
悪いことはすぐやめましょ
う ] を常に意識して、園生活
を送っています。そして、新善光寺から仏教保
育担当の太田光顕先生に来て
頂いて、様々な仏教行事に参
加します。週二回朝礼を行い
お話を聞いたり、各自お数珠を持ち、手を合わせる事などで、生命尊重や正しい道徳性が自然と身につきます。

芝生の園庭では美しい四季折々の風情を感じられ、園

南区

真駒内聖母
幼稚園

なかできないどろんこ遊び

中央区

大谷第二
幼稚園

厚別区

札幌みづほ
幼稚園

　保護者は必ず一つ
係りを引き受け、園

行事をサポー

豊平区

幌南学園
幼稚園

を持ち、手を合わせる事
白石区

しろいし
幼稚園

丘珠幼稚園には、『るる』という読み聞かせのグ
ループがあります。
これは十数名の保護者によるボランティア活動
で、大がかりな仕掛けやペープサート、また楽
器なども色々使い、賑やかで楽しい読み聞かせを

行っています。
「今日は『るる』があるよ！」と放送が入ると、子ども達
や先生方までがたくさん教室に集まってきて、時には園長
先生までもお話に登場しちゃいます。
回を追うごとに内容も仕掛けもグレードアップし続けてい
ますので、お近くにお越しの際はぜひ♪

器なども色々使い、賑やかで楽しい読み聞かせを
行っています。

東区

丘　珠
幼稚園

普段は活発な子ども達も、毎日のお祈りの時には落
ち着いて座り、静寂な時間を過ごしています。

● 次 の 開 催 の お 知 ら せ ●

平成 28年７月５日（火）
札幌コミュニティドーム つどーむ

ふれあい交流会
自然に恵まれた環境で四季を感じ、広い園庭で

元気に走り回ることの出来る平和幼稚園。

季節に応じたイベントも盛りだくさん。

ファンタジーの世界を楽しみながら、子どもの想像

力を高め自主性を大事にしてくれます。

ネイティブスピーカーと一緒に歌やスキット・ゲームなどを

する英語の活動や、オリジナルの教材を使った文字・数の活

動、クッキングや園庭野菜栽培による食育活動などで、学ぶ

ことへの好奇心を盛り立ててくれる幼稚園です。

季節に応じたイベントも盛りだくさん。

ファンタジーの世界を楽しみながら、子どもの想像

西　区

平　和
幼稚園



6 ５

札
　

私　幼　Ｐ　

連

Ｐ連だより
No.90
平成28年3月版

【発　行】
札幌市私立幼稚園PTA連合会広報委員会

〒 063-0051　札幌市西区宮の沢 1条 1丁目
札幌市生涯学習総合センター
（一社）札幌市私立幼稚園連合会内
http://www.s-youchien.or.jp/s-pta/
TEL.011-671-3590
FAX.011-671-3591

　

い
つ
も
札
幌
市
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
誠
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
昨
年
と
比
べ
、
大

き
く
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
達
の
成
長
と
共
に
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
が
現
れ

る
春
が
、
も
う
間
も
な
く
訪
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
私
は
興
味
深
い
内
容
の
手
記
に
出
会
い

ま
し
た
。
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
「
牧

泰
昌
」
氏
の
手
記
で
、「
慮
る
（
お
も
ん
ば
か
る
）」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
山
海

の
珍
味
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
並
ん
で
お
り
、
そ
の
テ
ー

ブ
ル
に
は
珍
味
を
食
べ
る
た
め
の
長
い
箸
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
一
つ
の
部
屋
に
い
る
人
達
は
自
分

が
食
べ
る
事
を
考
え
ず
に
長
い
箸
を
使
っ
て
向
か
い

の
人
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
て
、
山
海
の
珍
味
を
平
ら

げ
て
み
ん
な
満
足
な
笑
顔
で
す
。
も
う
一
つ
の
部
屋

の
人
達
は
自
分
の
事
だ
け
考
え
て
、
ま
ず
自
分
に
。

長
い
箸
で
す
か
ら
口
に
は
届
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

自
分
だ
け
食
べ
よ
う
と
山
海
の
珍
味
が
部
屋
に
散
ら

か
っ
て
み
ん
な
へ
と
へ
と
で
す
。

　

相
手
を
喜
ば
せ
る
事
が
い
か
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
。

結
局
そ
の
事
は
必
ず
自
分
に
還
っ
て
く
る
の
で
す
。

相
手
を
「
慮
る
」
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
す
ば
ら
し
い

日
本
語
で
す
。

　

と
、
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
世
の
中
は
多
く
の
物
が
満
ち
溢
れ
、
一
人
で
生

活
し
て
い
て
も
不
自
由
を
感
じ
る
事
が
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
時
代
で
も
忘
れ
て
は

い
け
な
い
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
自
分
達
の
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
、
札

幌
市
の
子
ど
も
達
や
こ
の
後
に
生
を
受
け
る
子
ど
も
達

の
為
に
、
多
く
の
事
を
受
け
継
ぎ
伝
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

札
幌
市
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　

白
井　

晴
彦

会
長
挨
拶

泰
昌
」
氏
の
手
記
で
、「
慮
る
（
お
も
ん
ば
か
る
）」
と

泰
昌
」
氏
の
手
記
で
、「
慮
る
（
お
も
ん
ば
か
る
）」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

平成27年10月6日　中央区区別研修会
「エアロビクス&ボクササイズ」

平成27年10月20日　白石区区別研修会
「レベルアップ！親のコミュニケーション！子どもと語る、子どもを語る」

平成27年10月22日　厚別区区別研修会
「ボクササイズでリフレッシュ」

平成27年9月14日　東区区別研修会
「ボクササイズ」

平成27年9月28日　南区区別研修会
「ZUMBA」

平成27年10月16日　豊平区区別研修会
「太極舞」

　

２
０
１
５
年
度
安
田
生
命
主
催
の
名
前
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
、
男
の
子
は
「
翔
」「
陽
」、
女
の

子
は
「
花
」「
陽
」
文
字
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

よ
う
で
す
。

　

冬
の
厳
し
さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

「
陽
」。
や
っ
と
き
た
春
に
咲
く
「
花
」、
お
空

に
向
か
っ
て
「
翔
」
び
立
つ
子
ど
も
た
ち
。

　

こ
の
子
た
ち
が
親
に
な
る
頃
に
は
、
ど
ん
な

漢
字
が
人
気
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

明
る
く
て
暖
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
漢
字
だ

と
い
い
で
す
ね
。

手
稲
区
理
事
／
小
野
香
名

　

平
成
27
年
11
月
5
日
、
札
幌
市
役
所
に
お
き

ま
し
て
、
板
垣
副
市
長
に
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
署
名
簿
（
総
数
４
３
，３
１
６
名
分
）
を
お

渡
し
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
就

園
機
会
の
充
実
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
要
望
陳

情
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

板
垣
副
市
長
よ
り
、「
限
り
あ
る
財
政
で
は

あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
達
札
私
幼
Ｐ
連
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
札
幌

市
が
〈
幼
児
教
育
に
力
を
入
れ
る
街
〉
に
な
る

よ
う
、「
Ｓ
Ｓ
運
動
」
を
合
言
葉
に
、
子
ど
も

達
の
未
来
の
為
に
、
こ
の
運
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

署
名
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
北
海

道
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
研
修
大
会
が
江
別
市

民
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
元
コ
ン
サ

ド
ー
レ
札
幌
の
選
手
で
あ

る
曽
田
雄
志
氏
を
お
招
き

し
、『
私
達
の
笑
顔
が
地
域

の
笑
顔
に
』
を
テ
ー
マ
に
、

私
達
が
輝
く
こ
と
が
ど
う

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
に
繋
が
る
か
に
つ
い
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
大
会
は

９
月
２
日
（
金
）
北
見
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

編
集

  

後
記

広

報

委

員

村
上
真
紀
子　

あ
ゆ
み
第
二
幼
稚
園
（
東
区
）

内
山
美
奈
子　

札
幌
大
谷
第
二
幼
稚
園
（
中
央
区
）

小
林　

恵
里　

丘
珠
幼
稚
園
（
東
区
）

道
下
真
梨
子　

し
ろ
い
し
幼
稚
園
（
白
石
区
）

中
川　
　

愛　

札
幌
み
づ
ほ
幼
稚
園
（
厚
別
区
）

木
谷　

七
枝　

幌
南
学
園
幼
稚
園
（
豊
平
区
）

大
鞭　

純
子　

真
駒
内
聖
母
幼
稚
園
（
南
区
）

小
野　

香
名　

さ
わ
ら
び
幼
稚
園
（
手
稲
区
）

志
賀
亜
希
子　

平
和
幼
稚
園
（
西
区
）

（
中
央
区
）

（
白
石
区
）

（
厚
別
区
）

北
私
幼
Ｐ
連

全
道
大
会

ＳＳＳス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グＳＳＳ

運運運運運運う

ん

う

ん

う

ん

動動動動動動ど

う

ど

う

ど

う

陳陳陳ち

ん

ち

ん

ち

ん

情情情情情情じ
ょ
う

じ
ょ
う

じ
ょ
う

報報報報報報ほ

う

ほ

う

ほ

う

告告告告告告こ

く

こ

く

こ

く

中央区 2,684名

北区 3,734名

東区 5,655名

白石区 4,632名

厚別区 3,774名

豊平区 11,440名

清田区 2,701名

南区 2,352名

西区 3,346名

手稲区 2,998名

合計  43,316名

各区の署名数
か
らグブロ か
ら

各園から寄せられた記事を、紙面にてすこしだけご紹介します！

グブロ

ブログご案内　各区の感想はコチラでご覧いただけます！　 http://blog.livedoor.jp/s_youchien

ふれあい交流会

幼 稚 園 紹 介

区 別 研 修 会

卒 園 に よ せ て

　わくわくと心躍らせ、いざ真駒内アイス

アリーナへ。

　我がルーテル幼稚園は、代々受け継がれ

ている黄色いリストバンドをはめて大会に挑みました。

　そして開会式に並列したとたん、アニメの仮装をしている園、

Ｔシャツの色を揃えている園など・・・各園のコスチュームに目

を奪われ周りの雰囲気に圧倒されていると、来賓祝辞、次に市長

の祝辞！！！ここでまたこの大会の大きさに圧倒されました。

　ですが、尻ミッター先生の楽しいエクササイズが始まり、一気

に緊張がほぐれました。

　いよいよ競技が始まり、出番がくるまで我がチームもさらに作

戦を練り直し、いざ本番。まず前半の 25秒。なかなか作戦通りい

かず、あっという間に終了。「次、頑張ろう！」とメンバー同士で

声をかけ、最後、後半の 25秒。メンバー皆が手ごたえありという

表情をしていましたが、惜しくも予選敗退。

　結果はともあれ、数十秒の競技でクラスを超えた交流ができた

ことに喜びを感じ、また素晴らしい思い出となりました。

　最後になりましたが、大会運営に携わっていただいた役員の皆

さま、ありがとうございました。役員の皆さまのおかげで楽しい

時間が過ごせました事に心から感謝します。

　札幌わかくさ幼稚園は、異年齢の縦割クラ
ス編成が特徴で、年上の子が年下の子のお世
話をすることで年上の子は思いやり・配慮す
べき事を自然に学び、年下の子は年上の子への憧れの気持ちを通じ
て社会性・協調性を身につけています。
　モンテッソーリの教材・教具を取り入れていることも特徴ですが、
札幌わかくさ幼稚園の一番の特徴は園全体が優しい雰囲気で包まれ
ていることです。先生が決して強いることをしないが故に子ども同
士だからこそ自然と学ぶ姿がいつも見られます。けんかをしても両
成敗！とはなりません。先生が時間をかけてお互いの意見をじっく
りと聞いてくれる事で子ども達は自己肯定感を損なうことなく相手
の気持ちを尊重し、思いやる力が養われているようです。
　先日、息子の誕生会を見学に行った際、クラスメイトが私に「お
誕生日おめでとう！」と次々に声をかけてくれました。誰かに促さ
れるのではなくて自然と他者を思いやれるわかくさの子ども達に感
動しました。
　給食はありませんが、週 2回ほど「おにぎりの日」がありますの
でお母さん達も無理なくお弁当を用意することができます。「おに
ぎりの日」はお出かけすることが多く、ウォーターガーデン、さけ
科学館やりんごの花見等に出かける事で五感を総動員して元気に活
動しています。
　優しく温かい雰囲気の中でのびのびと園生活を楽しんでいる札幌
わかくさ幼稚園の子ども達に是非会いに来てください。

　10 月 16 日金曜日、豊平区民センター
2階大ホールにて、区別研修会が行われまし
た。主題「たくましく心豊かな子どもの育成
のために」、副題「太極舞で心身ともにリフレッ

シュ！」をテーマにAFAA認定太極舞インストラクターの高田志保先
生を講師にお招きし、ご指導頂きました。
　まずは、固まった体をほぐすストレッチからスタート。体の堅い人
も無理せず出来、その効果を実感！高田先生の軽妙なお話に「わぁー！」
と歓声をあげながら、体を温めていきました。
　名称を聞くのも初めてな太極舞は、太極拳の動きと民族舞踊、武
術などの要素を取り入れたものでした。高田先生のレクチャーを受け
た後、早速音楽に合わせて行いましたが、みなさん筋がいい！後ろか
ら写真を撮りながら、みなさんの息の合った動きに感心してしまいま
した。音楽も心地よいもので、それに合わせて動きます。動き自体
はそれほど激しくはないものの体が中からポカポカしてきて、血液の
循環が良くなるのを感じました。
　教員免許や心理カウンセラーの資格もお持ちの高田先生からは、
子育て中の多忙な保護者へ向けて、「自分でケア出来る体作り」、「子
どもの可能性を狭めないで」など、さまざまなアドバイスも頂き、と
ても心に残りました。
    そして、楽しい時間は早いもので、まだまだやりたい気持ちを落
ち着かせ、無事閉会となりました。
    69名の方にご出席頂き、ケガやトラブルもなく無事に終えられた
こと、心より感謝申し上げます。
    高田先生をはじめ、ご来賓の方々、ご参加下さった皆様、ご協力
頂いた皆様ありがとうございました。

　入園して間もない頃、不安そうな顔でバ
スに乗り込んでいた姿が、今ではとても懐
かしく思います。

　初めての集団生活でお友達との接し方がわからず、もじもじし
て自分で意思表示が出来ませんでした。それでも気がつくと、お
友達と遊んだり、何かを作ることが嬉しいようで、毎日楽しく通
うようになっていました。家に帰ってくると、覚えてきた折り紙
や工作を披露してくれます。そんな姿を見て私も嬉しくなります。
　年長になってからの一年は、一つ一つの行事が、これで最後な
んだなぁと寂しく思う事もありました。
　お泊まり会では、初めて親と離れて一晩過ごしました。私の心
配をよそに、みんなで園の中を探検したこと、花火を見たこと、
楽しそうに色々話してくれました。そんな娘の成長が嬉しくもあ
り、寂しくもありました。
　四月からは小学生として、子どもたちがどんな風に成長してい
くのか、とても楽しみです。幼稚園でのたくさんの思い出を胸に、
新しい生活に進んでいって欲しいと思います。

　最後にお世話になった先生方、お母様方、たくさんのお友達、
ありがとうございました。
卒園おめでとう。

中央区

ルーテル
幼稚園

樫原　智美 

南　区

札幌わかくさ
幼稚園

岩間　量美 

豊平区

札幌第一
幼稚園

米澤    まや

白石区

幌　東
幼稚園

藪内裕美子

平成27年10月23日　手稲区区別研修会
「ソフトヨガで心も身体もリフレッシュ」

平成27年10月20日　西区区別研修会
「アートセラピー」

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
拓
く
「
Ｓ
Ｓ
運
動
」

　

札
私
幼
Ｐ
連
で
は
、
平
成
26
年
度
ま
で
の
「
イ
コ
ー
ル
運
動
」
に

代
わ
り
、平
成
27
年
度
か
ら「
Ｓ
Ｓ
運
動
」を
始
め
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ
は
、

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ（
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｇ
）の
頭
文
字
。「
人

生
の
始
ま
り
こ
そ
力
強
く
！
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
児
期
の
学
び
が
、
そ
の
後
の
子
ど
も
の
発
達
や
人
生
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
い
ま
や
国
際
的
な
常
識
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
日
本
の
幼
児
教
育
関
係
予
算
は
、
諸

外
国
に
比
べ
低
水
準
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
札
幌
市
に
は
幼
児
教
育

の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
達
の
為
に
国
の
水
準

以
上
の
惜
し
み
な
い
投
資
を
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
私
た

ち
保
護
者
の
保
育
料
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
従
来
型
の
幼
稚
園
の
場
合
は
、
就
園
奨
励
費
の
拡
大
、

新
制
度
の
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
の
場
合
は
、
札
幌
市
が
条
例
で

定
め
る
利
用
者
負
担
額
の
減
額
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
願
い
の
強
さ
は
、
運
動
を
続
け
る
こ
と
で
伝
わ
る
は
ず

で
す
！

ありがとうございました！
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い
つ
も
札
幌
市
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
誠
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
昨
年
と
比
べ
、
大

き
く
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
達
の
成
長
と
共
に
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
が
現
れ

る
春
が
、
も
う
間
も
な
く
訪
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
私
は
興
味
深
い
内
容
の
手
記
に
出
会
い

ま
し
た
。
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
「
牧

泰
昌
」
氏
の
手
記
で
、「
慮
る
（
お
も
ん
ば
か
る
）」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
山
海

の
珍
味
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
並
ん
で
お
り
、
そ
の
テ
ー

ブ
ル
に
は
珍
味
を
食
べ
る
た
め
の
長
い
箸
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
一
つ
の
部
屋
に
い
る
人
達
は
自
分

が
食
べ
る
事
を
考
え
ず
に
長
い
箸
を
使
っ
て
向
か
い

の
人
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
て
、
山
海
の
珍
味
を
平
ら

げ
て
み
ん
な
満
足
な
笑
顔
で
す
。
も
う
一
つ
の
部
屋

の
人
達
は
自
分
の
事
だ
け
考
え
て
、
ま
ず
自
分
に
。

長
い
箸
で
す
か
ら
口
に
は
届
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

自
分
だ
け
食
べ
よ
う
と
山
海
の
珍
味
が
部
屋
に
散
ら

か
っ
て
み
ん
な
へ
と
へ
と
で
す
。

　

相
手
を
喜
ば
せ
る
事
が
い
か
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
。

結
局
そ
の
事
は
必
ず
自
分
に
還
っ
て
く
る
の
で
す
。

相
手
を
「
慮
る
」
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
す
ば
ら
し
い

日
本
語
で
す
。

　

と
、
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
世
の
中
は
多
く
の
物
が
満
ち
溢
れ
、
一
人
で
生

活
し
て
い
て
も
不
自
由
を
感
じ
る
事
が
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
時
代
で
も
忘
れ
て
は

い
け
な
い
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
自
分
達
の
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
、
札

幌
市
の
子
ど
も
達
や
こ
の
後
に
生
を
受
け
る
子
ど
も
達

の
為
に
、
多
く
の
事
を
受
け
継
ぎ
伝
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

札
幌
市
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　

白
井　

晴
彦

会
長
挨
拶

泰
昌
」
氏
の
手
記
で
、「
慮
る
（
お
も
ん
ば
か
る
）」
と

泰
昌
」
氏
の
手
記
で
、「
慮
る
（
お
も
ん
ば
か
る
）」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

平成27年10月6日　中央区区別研修会
「エアロビクス&ボクササイズ」

平成27年10月20日　白石区区別研修会
「レベルアップ！親のコミュニケーション！子どもと語る、子どもを語る」

平成27年10月22日　厚別区区別研修会
「ボクササイズでリフレッシュ」

平成27年9月14日　東区区別研修会
「ボクササイズ」

平成27年9月28日　南区区別研修会
「ZUMBA」

平成27年10月16日　豊平区区別研修会
「太極舞」

　

２
０
１
５
年
度
安
田
生
命
主
催
の
名
前
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
、
男
の
子
は
「
翔
」「
陽
」、
女
の

子
は
「
花
」「
陽
」
文
字
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

よ
う
で
す
。

　

冬
の
厳
し
さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

「
陽
」。
や
っ
と
き
た
春
に
咲
く
「
花
」、
お
空

に
向
か
っ
て
「
翔
」
び
立
つ
子
ど
も
た
ち
。

　

こ
の
子
た
ち
が
親
に
な
る
頃
に
は
、
ど
ん
な

漢
字
が
人
気
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

明
る
く
て
暖
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
漢
字
だ

と
い
い
で
す
ね
。

手
稲
区
理
事
／
小
野
香
名

　

平
成
27
年
11
月
5
日
、
札
幌
市
役
所
に
お
き

ま
し
て
、
板
垣
副
市
長
に
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
署
名
簿
（
総
数
４
３
，３
１
６
名
分
）
を
お

渡
し
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
就

園
機
会
の
充
実
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
要
望
陳

情
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

板
垣
副
市
長
よ
り
、「
限
り
あ
る
財
政
で
は

あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
達
札
私
幼
Ｐ
連
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
札
幌

市
が
〈
幼
児
教
育
に
力
を
入
れ
る
街
〉
に
な
る

よ
う
、「
Ｓ
Ｓ
運
動
」
を
合
言
葉
に
、
子
ど
も

達
の
未
来
の
為
に
、
こ
の
運
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

署
名
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
北
海

道
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
研
修
大
会
が
江
別
市

民
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
元
コ
ン
サ

ド
ー
レ
札
幌
の
選
手
で
あ

る
曽
田
雄
志
氏
を
お
招
き

し
、『
私
達
の
笑
顔
が
地
域

の
笑
顔
に
』
を
テ
ー
マ
に
、

私
達
が
輝
く
こ
と
が
ど
う

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
に
繋
が
る
か
に
つ
い
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
大
会
は

９
月
２
日
（
金
）
北
見
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

編
集

  

後
記

広

報

委

員

村
上
真
紀
子　

あ
ゆ
み
第
二
幼
稚
園
（
東
区
）

内
山
美
奈
子　

札
幌
大
谷
第
二
幼
稚
園
（
中
央
区
）

小
林　

恵
里　

丘
珠
幼
稚
園
（
東
区
）

道
下
真
梨
子　

し
ろ
い
し
幼
稚
園
（
白
石
区
）

中
川　
　

愛　

札
幌
み
づ
ほ
幼
稚
園
（
厚
別
区
）

木
谷　

七
枝　

幌
南
学
園
幼
稚
園
（
豊
平
区
）

大
鞭　

純
子　

真
駒
内
聖
母
幼
稚
園
（
南
区
）

小
野　

香
名　

さ
わ
ら
び
幼
稚
園
（
手
稲
区
）

志
賀
亜
希
子　

平
和
幼
稚
園
（
西
区
）

（
中
央
区
）

（
白
石
区
）

（
厚
別
区
）

北
私
幼
Ｐ
連

全
道
大
会

ＳＳＳス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グ

ス
タ
ー
ト
ス
ト
ロ
ン
グＳＳＳ

運運運運運運う

ん

う

ん

う

ん

動動動動動動ど

う

ど

う

ど

う

陳陳陳ち

ん

ち

ん

ち

ん

情情情情情情じ
ょ
う

じ
ょ
う

じ
ょ
う

報報報報報報ほ

う

ほ

う

ほ

う

告告告告告告こ

く

こ

く

こ

く

中央区 2,684名

北区 3,734名

東区 5,655名

白石区 4,632名

厚別区 3,774名

豊平区 11,440名

清田区 2,701名

南区 2,352名

西区 3,346名

手稲区 2,998名

合計  43,316名

各区の署名数
か
らグブロ か
ら

各園から寄せられた記事を、紙面にてすこしだけご紹介します！

グブロ

ブログご案内　各区の感想はコチラでご覧いただけます！　 http://blog.livedoor.jp/s_youchien

ふれあい交流会

幼 稚 園 紹 介

区 別 研 修 会

卒 園 に よ せ て

　わくわくと心躍らせ、いざ真駒内アイス

アリーナへ。

　我がルーテル幼稚園は、代々受け継がれ

ている黄色いリストバンドをはめて大会に挑みました。

　そして開会式に並列したとたん、アニメの仮装をしている園、

Ｔシャツの色を揃えている園など・・・各園のコスチュームに目

を奪われ周りの雰囲気に圧倒されていると、来賓祝辞、次に市長

の祝辞！！！ここでまたこの大会の大きさに圧倒されました。

　ですが、尻ミッター先生の楽しいエクササイズが始まり、一気

に緊張がほぐれました。

　いよいよ競技が始まり、出番がくるまで我がチームもさらに作

戦を練り直し、いざ本番。まず前半の 25秒。なかなか作戦通りい

かず、あっという間に終了。「次、頑張ろう！」とメンバー同士で

声をかけ、最後、後半の 25秒。メンバー皆が手ごたえありという

表情をしていましたが、惜しくも予選敗退。

　結果はともあれ、数十秒の競技でクラスを超えた交流ができた

ことに喜びを感じ、また素晴らしい思い出となりました。

　最後になりましたが、大会運営に携わっていただいた役員の皆

さま、ありがとうございました。役員の皆さまのおかげで楽しい

時間が過ごせました事に心から感謝します。

　札幌わかくさ幼稚園は、異年齢の縦割クラ
ス編成が特徴で、年上の子が年下の子のお世
話をすることで年上の子は思いやり・配慮す
べき事を自然に学び、年下の子は年上の子への憧れの気持ちを通じ
て社会性・協調性を身につけています。
　モンテッソーリの教材・教具を取り入れていることも特徴ですが、
札幌わかくさ幼稚園の一番の特徴は園全体が優しい雰囲気で包まれ
ていることです。先生が決して強いることをしないが故に子ども同
士だからこそ自然と学ぶ姿がいつも見られます。けんかをしても両
成敗！とはなりません。先生が時間をかけてお互いの意見をじっく
りと聞いてくれる事で子ども達は自己肯定感を損なうことなく相手
の気持ちを尊重し、思いやる力が養われているようです。
　先日、息子の誕生会を見学に行った際、クラスメイトが私に「お
誕生日おめでとう！」と次々に声をかけてくれました。誰かに促さ
れるのではなくて自然と他者を思いやれるわかくさの子ども達に感
動しました。
　給食はありませんが、週 2回ほど「おにぎりの日」がありますの
でお母さん達も無理なくお弁当を用意することができます。「おに
ぎりの日」はお出かけすることが多く、ウォーターガーデン、さけ
科学館やりんごの花見等に出かける事で五感を総動員して元気に活
動しています。
　優しく温かい雰囲気の中でのびのびと園生活を楽しんでいる札幌
わかくさ幼稚園の子ども達に是非会いに来てください。

　10 月 16 日金曜日、豊平区民センター
2階大ホールにて、区別研修会が行われまし
た。主題「たくましく心豊かな子どもの育成
のために」、副題「太極舞で心身ともにリフレッ

シュ！」をテーマにAFAA認定太極舞インストラクターの高田志保先
生を講師にお招きし、ご指導頂きました。
　まずは、固まった体をほぐすストレッチからスタート。体の堅い人
も無理せず出来、その効果を実感！高田先生の軽妙なお話に「わぁー！」
と歓声をあげながら、体を温めていきました。
　名称を聞くのも初めてな太極舞は、太極拳の動きと民族舞踊、武
術などの要素を取り入れたものでした。高田先生のレクチャーを受け
た後、早速音楽に合わせて行いましたが、みなさん筋がいい！後ろか
ら写真を撮りながら、みなさんの息の合った動きに感心してしまいま
した。音楽も心地よいもので、それに合わせて動きます。動き自体
はそれほど激しくはないものの体が中からポカポカしてきて、血液の
循環が良くなるのを感じました。
　教員免許や心理カウンセラーの資格もお持ちの高田先生からは、
子育て中の多忙な保護者へ向けて、「自分でケア出来る体作り」、「子
どもの可能性を狭めないで」など、さまざまなアドバイスも頂き、と
ても心に残りました。
    そして、楽しい時間は早いもので、まだまだやりたい気持ちを落
ち着かせ、無事閉会となりました。
    69名の方にご出席頂き、ケガやトラブルもなく無事に終えられた
こと、心より感謝申し上げます。
    高田先生をはじめ、ご来賓の方々、ご参加下さった皆様、ご協力
頂いた皆様ありがとうございました。

　入園して間もない頃、不安そうな顔でバ
スに乗り込んでいた姿が、今ではとても懐
かしく思います。

　初めての集団生活でお友達との接し方がわからず、もじもじし
て自分で意思表示が出来ませんでした。それでも気がつくと、お
友達と遊んだり、何かを作ることが嬉しいようで、毎日楽しく通
うようになっていました。家に帰ってくると、覚えてきた折り紙
や工作を披露してくれます。そんな姿を見て私も嬉しくなります。
　年長になってからの一年は、一つ一つの行事が、これで最後な
んだなぁと寂しく思う事もありました。
　お泊まり会では、初めて親と離れて一晩過ごしました。私の心
配をよそに、みんなで園の中を探検したこと、花火を見たこと、
楽しそうに色々話してくれました。そんな娘の成長が嬉しくもあ
り、寂しくもありました。
　四月からは小学生として、子どもたちがどんな風に成長してい
くのか、とても楽しみです。幼稚園でのたくさんの思い出を胸に、
新しい生活に進んでいって欲しいと思います。

　最後にお世話になった先生方、お母様方、たくさんのお友達、
ありがとうございました。
卒園おめでとう。
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平成27年10月23日　手稲区区別研修会
「ソフトヨガで心も身体もリフレッシュ」

平成27年10月20日　西区区別研修会
「アートセラピー」
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札
私
幼
Ｐ
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平
成
26
年
度
ま
で
の
「
イ
コ
ー
ル
運
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代
わ
り
、平
成
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年
度
か
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Ｓ
Ｓ
運
動
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始
め
ま
し
た
。
Ｓ
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ト
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強
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れ
て
い
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す
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幼
児
期
の
学
び
が
、
そ
の
後
の
子
ど
も
の
発
達
や
人
生
に
大
き
な

影
響
を
及
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す
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と
は
、
い
ま
や
国
際
的
な
常
識
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
残
念
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が
ら
、
日
本
の
幼
児
教
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予
算
は
、
諸

外
国
に
比
べ
低
水
準
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
札
幌
市
に
は
幼
児
教
育

の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
達
の
為
に
国
の
水
準

以
上
の
惜
し
み
な
い
投
資
を
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
私
た

ち
保
護
者
の
保
育
料
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
従
来
型
の
幼
稚
園
の
場
合
は
、
就
園
奨
励
費
の
拡
大
、

新
制
度
の
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
の
場
合
は
、
札
幌
市
が
条
例
で

定
め
る
利
用
者
負
担
額
の
減
額
を
実
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。

　

私
た
ち
の
願
い
の
強
さ
は
、
運
動
を
続
け
る
こ
と
で
伝
わ
る
は
ず

で
す
！

ありがとうございました！


